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第2部　国・地域別編

会合での大筋合意を目指したが、農産品およびエタノー
ルの交渉等で折り合わず、また欧州側も自動車や同部品
などで交渉の余地が残っていると述べた。他方、メルコ
スールは他地域とのFTAをはじめとした通商協定交渉
を開始、2017年6月にEFTAとの第1回FTA交渉が行わ
れた。カナダとは2018年3月、韓国とは2018年5月に交
渉を開始した。

■PPIを中心に対内直接投資が増加
2017年の対内直接投資額（国際収支ベース、フロー）

は前年比12.3％増の603億4,500万ドルとなった。工業（構
成比30.9％）および農業・畜産・鉱業（9.7％）が減少し
た一方（それぞれ前年比7.8％減、32.6％減）、サービス業
（構成比59.1％）が44.7％増と牽引した。
工業部門への投資は全体で186億3,400万ドルとなった。
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ている。低インフレや低金利などの市場環境で耐久消費
財の需要が戻っていることも影響した。なお、輸入自動
車市場は、2012年に開始したブラジル国産車優遇政策
「イノバール・アウト」が2017年末に終了したことで輸
入者に対する工業製品税（IPI）が引き下げられ、2018年
に入り輸入が増加した。

■日本からのブラジルへの投資は後退
日本からの対内直接投資額（国際収支ベース、フロー）

は5億3,700万ドルで前年比62％減と大きく減少した。


